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地域政策課から、２月中旬までの地域コミュニティ組織の活動状況を紹介します。

久野地区各種団体代表者会は、久野小学校と連携し、地域のごみ集積場所に児童が作成し

たポスターを掲示しました。児童たちは、実際に地域のごみ集積場所に赴き、自身が作成したポス

ターを自らの手で掲示しました。地域を歩きながら、ごみ集積場所の様子を実際に見ることで、よ

り深い学びにつながりました。

久野地区 ２月13日 ごみ分別啓発ポスターの掲示
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久野地区 ２月１８日 歴史遺跡めぐり健康ウォーキング

久野地区各種団体代表者会では、歴史遺跡めぐり健康ウォーキングを開催しました。当日は

100名以上の参加者で賑わい、地域の歴史を学びながら、健康増進を図ることが出来ました。ま

た、参加賞として地区内にある（株）小田原サンプルの食品サンプルを配布。久野地区が一体と

なり、事業を実施することが出来ました。

万年地区 ２月８日 健康講話

万年地区まちづくり実行委員会は、定例会で間中病院の相原リハビリテーション部長（理学療

法士）をお迎えし、「健康講話」を開催しました。健康講話は「いつまでも元気に過ごす」をテーマ

に骨関節疾患（骨・関節の変形、骨折等）と健康との関係をお話いただきました。元気に過ごすた

めの条件としては、身体の痛みが少なく動けること、ご飯が食べられること、友だちと元気にお話

ができることなどをあげられました。肩や腰の痛みなどは誰もが抱えることから講話の後の質疑も

活発に行われました。



地域政策課の取組

十字・二川地区 ２月６日 生活応援隊の交流会

十字地区まちづくり委員会（福祉分科会）は、二川地区まちづくり推進委員会（健康福祉分科

会）と生活応援隊活動にかかる交流会を開催しました。生活応援隊の活動は利用者のニーズの把

握とともに、コーディネーターとサポーターとのコミュニケーションが重要であることや、住民への活

動の周知が課題であることなど、活発な意見交換が行われて有意義な交流会となりました。

新玉・豊川地区 ２月１８日 防災活動にかかる交流会

交流会は防災活動をテーマとし、新玉地区から市いっせい総合防災訓練やまちづくり委員会の

防災分科会の取組を説明した後、意見交換を行いました。自主防災組織の役割をはじめ、要支援

者避難への対応や広域避難所の屋内運動場の区画割のほか、能登半島地震を踏まえた災害時

の避難行動など、内容は多岐にわたり、活発な意見交換が行われました。

地域活動をしている中で、「〇〇の活動やってみたいけど、始め方、実施方法が分からない。」「〇〇の活

動をしているけど、他地区の活動内容を知りたい！」と考えるときはありませんか？

十字・二川地区では、日常生活でのちょっとした困りごとの手助けをしている生活応援隊事業について、

新玉・豊川地区では、防災の取組についての意見や情報交換を行いました。

地域政策課では、他地区の事例紹介を行うだけでなく、地区を超えた交流会等の調整も可能です。

他地区との交流を希望される方は、地域政策課までご連絡ください！


